
 

 

平成２４年度事後評価箇所表  

                                                          担当課〔森林整備課〕 

番  号 ２ 
事 業 名 

（路線名等） 

公共林道事業（森林居住環境整備） 

宮谷～明ヶ谷 線 

実施箇所 
起点：高山市国府町宮地 

終点：飛騨市上宝町蔵柱 
全体事業費 

（ 当 初 2 , 0 1 2百 万 円 ） 

    1,406百万円 

採択年度 平成3年度 完了年度 平成22年度 

事業目的  

高山市国府町宮地と高山市上宝町蔵柱を結び、利用区域内森林面積1,348haの基幹と

なる林道を整備することにより、森林の適正な管理や効率的な林業経営に資するととも

に、県道76号線の災害時の迂回路等の機能を果たすことを目的とした。 

事業概要  

幅 員 ： 4.0m 

延 長 ： 13,153m 

概  要  図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価結果  

①  住民参加・協働による効果  

・ 地 域 住 民 が 林 道 沿 線 の 草 刈 り な ど 林 道 の 維 持 管 理 を 積 極 的 に 行 っ て い る 。  

・ 当 該 林 道 沿 線 の 森 林 で 、 林 業 技 術 研 修 会 や 作 業 道 作 設 研 修 会 が 開 催 さ れ 、 地 元 の 森

林 所 有 者 や 林 業 関 係 者 が 参 加 し て い る 。 ま た 、 森 林 所 有 者 が 自 ら 森 林 整 備 を 実 施 す



 

 

る こ と や 、 所 有 森 林 の 見 回 り す る こ と が 増 え た 。  

地 域 住 民 が 主 体 的 に 活 動 を 行 う 意 識 が 醸 成 さ れ 、 地 域 で 森 林 管 理 に 対 す る 意 識 が 広 が

り を 見 せ て い る 。  

②  事業効果  

・森林整備実績：過去 10年間で約 392haの森林整備 (内民有林  約 236ha)が実施された。  

・森林整備計画：また現在大規模森林所有者等を中心に民有林の 57%が集約化されており、これら

を核として周辺の森林も集約化する取り組みがされており、集約化されたエリアを中心に今後５

年間で森林整備 156ha、支線となる作業道 2500ｍが計画されている。  

・高山市国府町宮地地内と上宝町蔵柱地内を結ぶ県道 76号線が不通となった場合に、迂回路として

活用される。  

・上記の事業の効果を分析した結果、投資的効果率は１．３となった。 

③  環境面への配慮  

・主たる目的を林業経営のための路網と位置付け幅員を４ｍで設計したことと、既設作業道等を活

用した線形配置を採用し、道路敷地面積の縮減による環境への影響を抑制した。 

④  事業を巡る社会情勢の変化  

• 平成 14年京都議定書の批准による間伐の推進  

• 平成 19年飛騨高山森林組合の製材工場が稼働  

• 平成 23年「森の合板工場」が中津川市で稼働  

 等により、森林の持つ公益機能の発揮と木材の安定供給の２つの役割を同時に発揮することを強

く求められる状況に変化してきた。  

⑤  利用者・地域住民等への効果  

 開設完了 1年経過後に、利用区域の地元地域 152世帯にアンケート調査した結果、約 90%の世帯が森

林施業に利用できる林道であると回答し、約 67%の世帯が実際に林道を利用し、約 72%の世帯が今後

も林道を利用すると回答があり、今後十分に開設効果を上げられると考えられる。  

また災害迂回路として活用できるとの回答が 67%あり、地域交通の改善としての活用も期待されて

いる。  

⑥  対応方針  

森林整備実績及び計画、地元地域世帯を対象とした森林整備アンケート調査結果から、林道開設

の目的に対して十分な効果を上げていると判断できるため、今後の事業評価は不要と考える。  

 改善措置は、利用形態や木材生産量の増加に応じて、輸送能力の向上が図られるよう舗装を検討

する必要がある。  

新規事業へ適用すべき留意点は、計画から実施の各段階において地域住民、関係者に対するＰＲ

や意見聴取を行う。  

 


